
(57)【要約】

【課題】本発明は、光学ファインダとモニタとの何れの

使用時にも撮影者の意図するタイミングの画像を記録す

ることのできる電子カメラを提供する。

【解決手段】撮像素子（１４）、モニタ（１８）、光学

ファインダ（２０）、制御手段（１０）に加え、撮像素

子から連続して出力される画像をそれぞれ一定期間ずつ

一時的に保管するバッファ手段（１０Ａ）、及び撮影者

による光学ファインダの使用／非使用の状態を検出する

検出手段（２０Ａ）を備える。制御手段は、光学ファイ

ンダの非使用を検出手段が検出している期間には、記録

の指示のタイミングでモニタに表示された画像をバッフ

ァ手段から読み出して記録し、光学ファインダの使用を

検出手段が検出している期間には、記録の指示のタイミ

ングで撮像素子から出力された画像を直接記録、又はそ

の画像をバッファ手段から読み出して記録する。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
被 写 体 を 連 続 し て 撮 像 可 能 な 撮 像 素 子 と 、
前 記 撮 像 素 子 か ら 連 続 し て 出 力 さ れ る 画 像 を 順 次 表 示 す る モ ニ タ と 、
前 記 被 写 体 か ら の 射 出 光 を 撮 影 者 の 眼 の 方 向 に 導 光 す る 光 学 フ ァ イ ン ダ と 、
前 記 撮 像 素 子 か ら 出 力 さ れ た 画 像 を 外 部 か ら の 記 録 の 指 示 に 応 じ て 電 子 カ メ ラ 内 蔵 又 は 外
付 け の 記 憶 媒 体 に 記 録 す る 制 御 手 段 と 、
前 記 撮 像 素 子 か ら 連 続 し て 出 力 さ れ る 画 像 を そ れ ぞ れ 一 定 期 間 ず つ 一 時 的 に 保 管 す る バ ッ
フ ァ 手 段 と 、
前 記 撮 影 者 に よ る 前 記 光 学 フ ァ イ ン ダ の 使 用 ／ 非 使 用 の 状 態 を 検 出 す る 検 出 手 段 と を 備 え
、
前 記 制 御 手 段 は 、
前 記 光 学 フ ァ イ ン ダ の 非 使 用 を 前 記 検 出 手 段 が 検 出 し て い る 期 間 に は 、 前 記 記 録 の 指 示 の
タ イ ミ ン グ で 前 記 モ ニ タ に 表 示 さ れ た 画 像 を 前 記 バ ッ フ ァ 手 段 か ら 読 み 出 し て 記 録 し 、
前 記 光 学 フ ァ イ ン ダ の 使 用 を 前 記 検 出 手 段 が 検 出 し て い る 期 間 に は 、 前 記 記 録 の 指 示 の タ
イ ミ ン グ で 前 記 撮 像 素 子 か ら 出 力 さ れ た 画 像 を 直 接 記 録 、 又 は そ の 画 像 を 前 記 バ ッ フ ァ 手
段 か ら 読 み 出 し て 記 録 す る
こ と を 特 徴 と す る 電 子 カ メ ラ 。
【 請 求 項 ２ 】
被 写 体 を 連 続 し て 撮 像 可 能 な 撮 像 素 子 と 、
前 記 撮 像 素 子 か ら 連 続 し て 出 力 さ れ る 画 像 を 順 次 表 示 す る と 共 に 、 外 部 か ら の オ ン ／ オ フ
の 指 示 に 応 じ て オ ン ／ オ フ 可 能 な モ ニ タ と 、
前 記 被 写 体 か ら の 射 出 光 を 撮 影 者 の 眼 の 方 向 に 導 光 す る 光 学 フ ァ イ ン ダ と 、
前 記 撮 像 素 子 か ら 出 力 さ れ た 画 像 を 外 部 か ら の 記 録 の 指 示 に 応 じ て 電 子 カ メ ラ 内 蔵 又 は 外
付 け の 記 憶 媒 体 に 記 録 す る 制 御 手 段 と 、
前 記 撮 像 素 子 か ら 連 続 し て 出 力 さ れ る 画 像 を そ れ ぞ れ 一 定 期 間 ず つ 一 時 的 に 保 管 す る バ ッ
フ ァ 手 段 と を 備 え 、
前 記 制 御 手 段 は 、
前 記 モ ニ タ が オ ン さ れ て い る 期 間 に は 、 前 記 記 録 の 指 示 の タ イ ミ ン グ で 前 記 モ ニ タ に 表 示
さ れ た 画 像 を 前 記 バ ッ フ ァ 手 段 か ら 読 み 出 し て 記 録 し 、
前 記 モ ニ タ が オ フ さ れ て い る 期 間 に は 、 前 記 記 録 の 指 示 の タ イ ミ ン グ で 前 記 撮 像 素 子 か ら
出 力 さ れ た 画 像 を 直 接 記 録 、 又 は そ の 画 像 を 前 記 バ ッ フ ァ 手 段 か ら 読 み 出 し て 記 録 す る
こ と を 特 徴 と す る 電 子 カ メ ラ 。
【 請 求 項 ３ 】
被 写 体 を 連 続 し て 撮 像 可 能 な 撮 像 素 子 と 、
前 記 撮 像 素 子 か ら 連 続 し て 出 力 さ れ る 画 像 を 順 次 表 示 す る と 共 に 、 外 部 か ら の オ ン ／ オ フ
の 指 示 に 応 じ て オ ン ／ オ フ 可 能 な モ ニ タ と 、
前 記 被 写 体 か ら の 射 出 光 を 撮 影 者 の 眼 の 方 向 に 導 光 す る 光 学 フ ァ イ ン ダ と 、
前 記 撮 像 素 子 か ら 出 力 さ れ た 画 像 を 外 部 か ら の 記 録 の 指 示 に 応 じ て 電 子 カ メ ラ 内 蔵 又 は 外
付 け の 記 憶 媒 体 に 記 録 す る 制 御 手 段 と 、
前 記 撮 像 素 子 か ら 連 続 し て 出 力 さ れ る 画 像 を そ れ ぞ れ 一 定 期 間 ず つ 一 時 的 に 保 管 す る バ ッ
フ ァ 手 段 と 、
前 記 撮 影 者 に よ る 前 記 光 学 フ ァ イ ン ダ の 使 用 ／ 非 使 用 の 状 態 を 検 出 す る 検 出 手 段 と を 備 え
、
前 記 制 御 手 段 は 、
前 記 モ ニ タ が オ ン さ れ か つ 前 記 光 学 フ ァ イ ン ダ の 非 使 用 を 前 記 検 出 手 段 が 検 出 し て い る 期
間 に は 、 前 記 記 録 の 指 示 の タ イ ミ ン グ で 前 記 モ ニ タ に 表 示 さ れ た 画 像 を 前 記 バ ッ フ ァ 手 段
か ら 読 み 出 し て 記 録 し 、
前 記 モ ニ タ が オ ン さ れ か つ 前 記 光 学 フ ァ イ ン ダ の 使 用 を 前 記 検 出 手 段 が 検 出 し て い る 期 間
、 及 び 、 前 記 モ ニ タ が オ フ さ れ て い る 期 間 に は 、 前 記 記 録 の 指 示 の タ イ ミ ン グ で 前 記 撮 像

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-363810 A 2004.12.24



素 子 か ら 出 力 さ れ た 画 像 を 直 接 記 録 、 又 は そ の 画 像 を 前 記 バ ッ フ ァ 手 段 か ら 読 み 出 し て 記
録 す る
こ と を 特 徴 と す る 電 子 カ メ ラ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 モ ニ タ と 光 学 フ ァ イ ン ダ と の 双 方 を 備 え た 電 子 カ メ ラ に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
電 子 カ メ ラ の フ ァ イ ン ダ に は 、 光 学 フ ァ イ ン ダ の 他 に 、 電 子 ビ ュ ー フ ァ イ ン ダ （ Ｅ Ｖ Ｆ ）
が あ る 。 ま た 、 電 子 カ メ ラ の 背 面 な ど に 設 け ら れ る モ ニ タ （ 過 去 に 撮 影 し た 画 像 を 再 生 し
た り 各 種 の 操 作 メ ニ ュ ー を 表 示 す る た め に 設 け ら れ る ） も 、 リ ア ル タ イ ム で 画 像 表 示 さ せ
れ ば フ ァ イ ン ダ と し て 利 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の Ｅ Ｖ Ｆ や モ ニ タ へ の 画 像 表 示 は 、 撮 像 素 子 か ら 出 力 さ れ た 画 像 を そ れ ら Ｅ Ｖ Ｆ や モ ニ
タ に 適 合 す る 方 式 に 変 換 す る 必 要 が あ る た め 、 数 十 ｍ ｓ ～ 百 ｍ ｓ 程 度 の タ イ ム ラ グ が 生 じ
る 。
こ の タ イ ム ラ グ を 撮 影 者 に 感 じ さ せ な い た め の 方 法 が 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 方 法 で は 、 撮 像 素 子 か ら 出 力 さ れ る 画 像 を バ ッ フ ァ メ モ リ に そ れ ぞ れ 一 定 期 間 ず つ 保
管 し て お き 、 レ リ ー ズ 釦 が 全 押 し さ れ た と き に は 、 そ の タ イ ミ ン グ で Ｅ Ｖ Ｆ 又 は モ ニ タ に
表 示 さ れ て い る も の と 同 じ 画 像 を そ の バ ッ フ ァ メ モ リ か ら 読 み 出 し て 画 像 保 存 用 の メ モ リ
に 記 憶 す る 。 よ っ て 、 レ リ ー ズ 釦 が 全 押 し さ れ た と き に 記 録 さ れ る 画 像 は 、 そ の レ リ ー ズ
釦 が 全 押 し さ れ た と き の 被 写 体 の 画 像 で は な く 、 上 述 し た タ イ ム ラ グ の 分 だ け そ れ よ り も
古 い 過 去 の 被 写 体 の 画 像 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
し た が っ て 、 Ｅ Ｖ Ｆ や モ ニ タ を 使 用 し て 被 写 体 を 観 察 し て い る 撮 影 者 は 、 所 望 の タ イ ミ ン
グ で レ リ ー ズ 釦 を 全 押 し す れ ば 、 ま さ に そ の タ イ ミ ン グ で 観 察 し て い た 被 写 体 を 撮 影 で き
る の で 、 タ イ ム ラ グ を 感 じ る こ と が 無 い 。
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ３ １ ３ ８ ６ ５ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 電 子 カ メ ラ の 中 に は 、 Ｅ Ｖ Ｆ の み を 備 え た も の 、 Ｅ Ｖ Ｆ と モ ニ タ と を 備 え た も の
、 光 学 フ ァ イ ン ダ と モ ニ タ と を 備 え た も の な ど が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の う ち 、 Ｅ Ｖ Ｆ と モ ニ タ と を 備 え た 電 子 カ メ ラ 、 又 は 光 学 フ ァ イ ン ダ と モ ニ タ と を 備 え
た 電 子 カ メ ラ に よ る と 、 撮 影 者 が 電 子 カ メ ラ に 眼 を 近 づ け て 視 野 全 域 で 被 写 体 を 観 察 し た
り 、 撮 影 者 が 電 子 カ メ ラ か ら 眼 を 遠 ざ け て 視 野 の 一 部 の み で 被 写 体 を 観 察 し た り す る こ と
が で き る の で 便 利 で あ る 。
さ ら に 、 こ の う ち 、 光 学 フ ァ イ ン ダ と モ ニ タ と を 備 え た 電 子 カ メ ラ は 、 光 学 フ ァ イ ン ダ が
Ｅ Ｖ Ｆ と 比 較 し て 安 価 か つ 小 型 に 構 成 可 能 で あ り 、 し か も 電 力 を 要 し な い こ と か ら 、 小 型
化 及 び 消 費 電 力 節 減 の 点 に お い て 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
し か し こ の 電 子 カ メ ラ に 対 し 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 方 法 を 適 用 す る と 、 モ ニ タ の 使 用 時
に は シ ャ ッ タ ー 釦 の 全 押 し の タ イ ミ ン グ で 撮 影 者 が 意 図 す る タ イ ミ ン グ の 画 像 を 記 録 で き
る も の の 、 光 学 フ ァ イ ン ダ の 使 用 時 に は シ ャ ッ タ ー 釦 の 全 押 し の タ イ ミ ン グ で 撮 影 者 が 意
図 す る タ イ ミ ン グ 画 像 よ り も 古 い 過 去 の 画 像 が 記 録 さ れ て し ま う の で 、 タ イ ム ラ グ が 生 じ
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-363810 A 2004.12.24



そ こ で 本 発 明 は 、 光 学 フ ァ イ ン ダ と モ ニ タ と の 何 れ の 使 用 時 に も 撮 影 者 の 意 図 す る タ イ ミ
ン グ の 画 像 を 記 録 す る こ と の で き る 電 子 カ メ ラ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 カ メ ラ は 、 被 写 体 を 連 続 し て 撮 像 可 能 な 撮 像 素 子 と 、 前 記 撮 像 素 子
か ら 連 続 し て 出 力 さ れ る 画 像 を 順 次 表 示 す る モ ニ タ と 、 前 記 被 写 体 か ら の 射 出 光 を 撮 影 者
の 眼 の 方 向 に 導 光 す る 光 学 フ ァ イ ン ダ と 、 前 記 撮 像 素 子 か ら 出 力 さ れ た 画 像 を 外 部 か ら の
記 録 の 指 示 に 応 じ て 電 子 カ メ ラ 内 蔵 又 は 外 付 け の 記 憶 媒 体 に 記 録 す る 制 御 手 段 と 、 前 記 撮
像 素 子 か ら 連 続 し て 出 力 さ れ る 画 像 を そ れ ぞ れ 一 定 期 間 ず つ 一 時 的 に 保 管 す る バ ッ フ ァ 手
段 と 、 前 記 撮 影 者 に よ る 前 記 光 学 フ ァ イ ン ダ の 使 用 ／ 非 使 用 の 状 態 を 検 出 す る 検 出 手 段 と
を 備 え 、 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 光 学 フ ァ イ ン ダ の 非 使 用 を 前 記 検 出 手 段 が 検 出 し て い る 期
間 に は 、 前 記 記 録 の 指 示 の タ イ ミ ン グ で 前 記 モ ニ タ に 表 示 さ れ た 画 像 を 前 記 バ ッ フ ァ 手 段
か ら 読 み 出 し て 記 録 し 、 前 記 光 学 フ ァ イ ン ダ の 使 用 を 前 記 検 出 手 段 が 検 出 し て い る 期 間 に
は 、 前 記 記 録 の 指 示 の タ イ ミ ン グ で 前 記 撮 像 素 子 か ら 出 力 さ れ た 画 像 を 直 接 記 録 、 又 は そ
の 画 像 を 前 記 バ ッ フ ァ 手 段 か ら 読 み 出 し て 記 録 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 電 子 カ メ ラ は 、 被 写 体 を 連 続 し て 撮 像 可 能 な 撮 像 素 子 と 、 前 記 撮 像 素 子
か ら 連 続 し て 出 力 さ れ る 画 像 を 順 次 表 示 す る と 共 に 、 外 部 か ら の オ ン ／ オ フ の 指 示 に 応 じ
て オ ン ／ オ フ 可 能 な モ ニ タ と 、 前 記 被 写 体 か ら の 射 出 光 を 撮 影 者 の 眼 の 方 向 に 導 光 す る 光
学 フ ァ イ ン ダ と 、 前 記 撮 像 素 子 か ら 出 力 さ れ た 画 像 を 外 部 か ら の 記 録 の 指 示 に 応 じ て 電 子
カ メ ラ 内 蔵 又 は 外 付 け の 記 憶 媒 体 に 記 録 す る 制 御 手 段 と 、 前 記 撮 像 素 子 か ら 連 続 し て 出 力
さ れ る 画 像 を そ れ ぞ れ 一 定 期 間 ず つ 一 時 的 に 保 管 す る バ ッ フ ァ 手 段 と を 備 え 、 前 記 制 御 手
段 は 、 前 記 モ ニ タ が オ ン さ れ て い る 期 間 に は 、 前 記 記 録 の 指 示 の タ イ ミ ン グ で 前 記 モ ニ タ
に 表 示 さ れ た 画 像 を 前 記 バ ッ フ ァ 手 段 か ら 読 み 出 し て 記 録 し 、 前 記 モ ニ タ が オ フ さ れ て い
る 期 間 に は 、 前 記 記 録 の 指 示 の タ イ ミ ン グ で 前 記 撮 像 素 子 か ら 出 力 さ れ た 画 像 を 直 接 記 録
、 又 は そ の 画 像 を 前 記 バ ッ フ ァ 手 段 か ら 読 み 出 し て 記 録 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 電 子 カ メ ラ は 、 被 写 体 を 連 続 し て 撮 像 可 能 な 撮 像 素 子 と 、 前 記 撮 像 素 子
か ら 連 続 し て 出 力 さ れ る 画 像 を 順 次 表 示 す る と 共 に 、 外 部 か ら の オ ン ／ オ フ の 指 示 に 応 じ
て オ ン ／ オ フ 可 能 な モ ニ タ と 、 前 記 被 写 体 か ら の 射 出 光 を 撮 影 者 の 眼 の 方 向 に 導 光 す る 光
学 フ ァ イ ン ダ と 、 前 記 撮 像 素 子 か ら 出 力 さ れ た 画 像 を 外 部 か ら の 記 録 の 指 示 に 応 じ て 電 子
カ メ ラ 内 蔵 又 は 外 付 け の 記 憶 媒 体 に 記 録 す る 制 御 手 段 と 、 前 記 撮 像 素 子 か ら 連 続 し て 出 力
さ れ る 画 像 を そ れ ぞ れ 一 定 期 間 ず つ 一 時 的 に 保 管 す る バ ッ フ ァ 手 段 と 、 前 記 撮 影 者 に よ る
前 記 光 学 フ ァ イ ン ダ の 使 用 ／ 非 使 用 の 状 態 を 検 出 す る 検 出 手 段 と を 備 え 、 前 記 制 御 手 段 は
、 前 記 モ ニ タ が オ ン さ れ か つ 前 記 光 学 フ ァ イ ン ダ の 非 使 用 を 前 記 検 出 手 段 が 検 出 し て い る
期 間 に は 、 前 記 記 録 の 指 示 の タ イ ミ ン グ で 前 記 モ ニ タ に 表 示 さ れ た 画 像 を 前 記 バ ッ フ ァ 手
段 か ら 読 み 出 し て 記 録 し 、 前 記 モ ニ タ が オ ン さ れ か つ 前 記 光 学 フ ァ イ ン ダ の 使 用 を 前 記 検
出 手 段 が 検 出 し て い る 期 間 、 及 び 、 前 記 モ ニ タ が オ フ さ れ て い る 期 間 に は 、 前 記 記 録 の 指
示 の タ イ ミ ン グ で 前 記 撮 像 素 子 か ら 出 力 さ れ た 画 像 を 直 接 記 録 、 又 は そ の 画 像 を 前 記 バ ッ
フ ァ 手 段 か ら 読 み 出 し て 記 録 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
［ 第 １ 実 施 形 態 ］
図 １ 、 図 ２ 、 図 ３ 、 図 ４ を 参 照 し て 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
本 実 施 形 態 は 電 子 カ メ ラ の 実 施 形 態 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ は 、 本 実 施 形 態 の 電 子 カ メ ラ １ の 外 観 図 で あ る 。 な お 、 本 発 明 は 、 レ ン ズ が 別 体 と な
っ た 電 子 カ メ ラ に も 適 用 可 能 で あ る が 、 こ こ で は 、 レ ン ズ 一 体 型 の 電 子 カ メ ラ １ に 適 用 し
た 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
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図 １ に 示 す よ う に 、 電 子 カ メ ラ １ に は 、 レ リ ー ズ 釦 １ ａ 、 モ ー ド ダ イ ヤ ル １ ｂ 、 マ ル チ セ
レ ク タ １ ｃ 、 メ ニ ュ ー 釦 １ ｄ 、 光 学 フ ァ イ ン ダ ２ ０ 、 モ ニ タ １ ８ な ど が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ユ ー ザ は 、 レ リ ー ズ 釦 １ ａ を 介 し て 電 子 カ メ ラ １ に 対 し 撮 像 の 指 示 な ど を 与 え る こ と が で
き る 。
さ ら に 、 電 子 カ メ ラ １ に は 、 光 学 フ ァ イ ン ダ ２ ０ の 接 眼 窓 の 近 傍 に 赤 外 線 近 接 セ ン サ ２ ０
Ａ が 設 け ら れ る 。
赤 外 線 近 接 セ ン サ ２ ０ Ａ は 、 所 定 距 離 未 満 （ 例 え ば 、 ３ ０ ｍ ｍ 程 度 未 満 ） で 物 体 （ 赤 外 線
を 反 射 す る 物 体 ） が 接 近 す る と そ れ を 検 出 す る も の で あ る 。 赤 外 線 近 接 セ ン サ ２ ０ Ａ は 、
撮 影 者 が 光 学 フ ァ イ ン ダ ２ ０ を 覗 く と そ れ を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ２ は 、 電 子 カ メ ラ １ の 構 成 図 で あ る 。
図 ２ に 示 す よ う に 、 電 子 カ メ ラ １ の 内 部 に は 、 レ リ ー ズ 釦 １ ａ 、 モ ー ド ダ イ ヤ ル １ ｂ 、 マ
ル チ セ レ ク タ １ ｃ 、 メ ニ ュ ー 釦 １ ｄ 、 光 学 フ ァ イ ン ダ ２ ０ 、 モ ニ タ １ ８ 、 近 接 セ ン サ ２ ０
Ａ の 他 に 、 制 御 回 路 （ 請 求 項 に お け る 制 御 手 段 に 対 応 。 ） １ ０ 、 撮 影 レ ン ズ １ １ 、 絞 り 機
構 １ ２ 、 シ ャ ッ タ ー 機 構 １ ３ 、 Ｃ Ｃ Ｄ 撮 像 素 子 １ ４ 、 ゲ イ ン 調 整 回 路 １ ５ 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 回
路 １ ６ 、 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ な ど の 画 像 処 理 回 路 １ ７ 、 表 示 制 御 回 路 １ ８ Ａ 、 圧 縮 回 路 １ ９ Ａ な ど が
備 え ら れ る 。 こ の 図 ２ に お い て 符 号 １ ９ で 示 す の は 、 挿 脱 可 能 な メ モ リ カ ー ド な ど の 記 憶
媒 体 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
さ ら に 、 電 子 カ メ ラ １ に は 、 バ ッ フ ァ メ モ リ １ ０ Ａ が 備 え ら れ る 。 バ ッ フ ァ メ モ リ １ ０ Ａ
は 、 少 な く と も ４ フ レ ー ム 分 の 画 像 を 個 別 に 格 納 す る ４ つ の 画 像 記 憶 領 域 Ｍ ａ ， Ｍ ｂ ， Ｍ
ｃ ， Ｍ ｄ を 有 し て い る 。
以 上 の 構 成 の 電 子 カ メ ラ １ に お い て 、 被 写 体 か ら の 光 束 は 、 撮 影 レ ン ズ １ １ に 入 射 し 、 絞
り 機 構 １ ２ 、 シ ャ ッ タ ー 機 構 １ ３ を 介 し て Ｃ Ｃ Ｄ 撮 像 素 子 １ ４ 上 に 結 像 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
電 子 カ メ ラ １ の 各 要 素 は 、 制 御 回 路 １ ０ の 指 示 の 下 で 次 の と お り 動 作 す る 。
Ｃ Ｃ Ｄ 撮 像 素 子 １ ４ は 、 静 止 画 記 録 モ ー ド で 連 続 的 に 駆 動 さ れ る 。
そ の Ｃ Ｃ Ｄ 撮 像 素 子 １ ４ か ら 順 次 出 力 さ れ る 各 画 像 は 、 ゲ イ ン 調 整 回 路 １ ５ 、 及 び Ａ ／ Ｄ
変 換 回 路 １ ６ を 介 し て 画 像 処 理 回 路 １ ７ に 順 次 入 力 さ れ る 。 そ の 画 像 処 理 回 路 １ ７ か ら 順
次 出 力 さ れ る 画 像 は 、 バ ッ フ ァ メ モ リ １ ０ Ａ に 所 定 期 間 ず つ 格 納 さ れ る と 共 に 、 表 示 制 御
回 路 １ ８ Ａ を 介 し て モ ニ タ １ ８ に 順 次 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の う ち 、 画 像 処 理 回 路 １ ７ は 、 入 力 さ れ た 画 像 に 対 し 、 画 素 補 間 処 理 、 γ 補 正 処 理 な ど
を 施 す 。
ま た 、 表 示 制 御 回 路 １ ８ Ａ は 、 そ れ ら の 処 理 の 済 ん だ 画 像 を モ ニ タ １ ８ に 適 合 す る 方 式 に
変 換 （ 間 引 き 処 理 な ど ） し て か ら モ ニ タ １ ８ に 出 力 す る 。
こ こ で 、 画 像 処 理 回 路 １ ７ か ら 順 次 出 力 さ れ る 画 像 の 格 納 先 は 、 バ ッ フ ァ メ モ リ １ ０ Ａ の
画 像 記 憶 領 域 Ｍ ａ → 画 像 記 憶 領 域 Ｍ ｂ → 画 像 記 憶 領 域 Ｍ ｃ → 画 像 記 憶 領 域 Ｍ ｄ → 画 像 記 憶
領 域 Ｍ ａ → 画 像 記 憶 領 域 Ｍ ｂ ・ ・ ・ 、 と い う よ う に １ フ レ ー ム 毎 に サ イ ク リ ッ ク に 変 化 す
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の と き 、 各 画 像 記 憶 領 域 Ｍ ａ ， Ｍ ｂ ， Ｍ ｃ ， Ｍ ｄ に 対 し 或 る 画 像 が 格 納 さ れ て か ら 次 に
別 の 画 像 が 格 納 さ れ る ま で の 期 間 は 、 そ れ ぞ れ ４ フ レ ー ム 分 と な る 。
し た が っ て 、 各 画 像 は 、 ４ フ レ ー ム 分 の 期 間 ず つ 、 バ ッ フ ァ メ モ リ １ ０ Ａ に 一 時 的 に 保 管
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ３ は 、 電 子 カ メ ラ １ の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
図 ３ に お い て 上 か ら 順 に そ れ ぞ れ 、
１ ） Ｃ Ｃ Ｄ 撮 像 素 子 １ ４ に よ る 各 画 像 の 取 り 込 み の タ イ ミ ン グ 、
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２ ） レ リ ー ズ 釦 １ ａ の 全 押 し の タ イ ミ ン グ 、
３ ） モ ニ タ １ ８ に 対 す る 各 画 像 の 表 示 の タ イ ミ ン グ 、
４ ） バ ッ フ ァ メ モ リ １ ０ Ａ の 画 像 記 憶 領 域 Ｍ ａ に 対 す る 各 画 像 の 格 納 の タ イ ミ ン グ 、
５ ） バ ッ フ ァ メ モ リ １ ０ Ａ の 画 像 記 憶 領 域 Ｍ ｂ に 対 す る 各 画 像 の 格 納 の タ イ ミ ン グ 、
６ ） バ ッ フ ァ メ モ リ １ ０ Ａ の 画 像 記 憶 領 域 Ｍ ｃ に 対 す る 各 画 像 の 格 納 の タ イ ミ ン グ 、
７ ） バ ッ フ ァ メ モ リ １ ０ Ａ の 画 像 記 憶 領 域 Ｍ ｄ に 対 す る 各 画 像 の 格 納 の タ イ ミ ン グ 、
８ ） 光 学 フ ァ イ ン ダ ２ ０ の 使 用 時 に お け る 記 憶 媒 体 １ ９ に 対 す る 各 画 像 の 記 録 の タ イ ミ ン
グ 、
９ ） 光 学 フ ァ イ ン ダ ２ ０ の 非 使 用 時 に お け る 記 憶 媒 体 １ ９ に 対 す る 各 画 像 の 記 録 の タ イ ミ
ン グ
で あ る 。 な お 、 図 ３ に お い て 画 像 を 示 す 矩 形 枠 内 の 数 字 は 、 画 像 の 識 別 番 号 で あ る 。 取 得
順 、 す な わ ち 古 い 方 か ら 順 に １ ， ２ ， ３ ， ・ ・ ・ と し た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
各 画 像 １ ， ２ ， ３ ， ・ ・ ・ は そ れ ぞ れ 、 Ｃ Ｃ Ｄ 撮 像 素 子 １ ４ に よ り 取 り 込 ま れ て か ら ３ フ
レ ー ム 遅 れ で モ ニ タ １ ８ に 表 示 さ れ る （ 図 ３ （ １ ） （ ２ ） （ ３ ） （ ４ ） ） 。
ま た 、 画 像 １ ， ２ ， ３ ， ・ ・ ・ の 各 々 の 格 納 先 は 、 バ ッ フ ァ メ モ リ １ ０ Ａ の 画 像 記 憶 領 域
Ｍ ａ → 画 像 記 憶 領 域 Ｍ ｂ → 画 像 記 憶 領 域 Ｍ ｃ → 画 像 記 憶 領 域 Ｍ ｄ → 画 像 記 憶 領 域 Ｍ ａ と い
う よ う に サ イ ク リ ッ ク に 変 化 し て い る （ 図 ３ （ ａ ） （ ｂ ） （ ｃ ） （ ｄ ） （ ａ ’ ） ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 画 像 記 憶 領 域 Ｍ ａ に 画 像 １ が 格 納 さ れ て か ら （ 図 ３ （ ａ ） ） 次 の 画 像 ５ が 格 納 さ れ
る ま で （ 図 ３ （ ａ ’ ） ） の 期 間 は 、 ４ フ レ ー ム 分 で あ る 。
図 ４ は 、 電 子 カ メ ラ １ の 動 作 フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
電 子 カ メ ラ １ の 制 御 回 路 １ ０ は 、 以 上 の 各 処 理 が 行 わ れ る よ う 各 部 に 指 示 す る と 共 に 、 赤
外 線 近 接 セ ン サ ２ ０ Ａ の 出 力 を 監 視 し 、 光 学 フ ァ イ ン ダ ２ ０ が 使 用 中 で あ る か 否 か を 判 断
す る （ 図 ４ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
光 学 フ ァ イ ン ダ ２ ０ が 使 用 中 で あ る と き （ 図 ４ ス テ ッ プ Ｓ １ １ Ｙ Ｅ Ｓ ） の 制 御 回 路 １ ０ の
動 作 は 次 の と お り で あ る 。
レ リ ー ズ 釦 １ ａ が 全 押 し さ れ る と （ 図 ４ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ Ｙ Ｅ Ｓ ， 図 ３ （ ｅ ） ） 、 そ の タ イ
ミ ン グ で Ｃ Ｃ Ｄ 撮 像 素 子 １ ４ が 取 り 込 ん だ 画 像 （ 図 ３ で は 全 押 し 直 前 の 画 像 ５ ） を 画 像 処
理 回 路 １ ７ 経 由 で 取 り 込 み 、 圧 縮 回 路 １ ９ Ａ を 介 し て 記 憶 媒 体 １ ９ に 記 録 す る （ 図 ４ ス テ
ッ プ Ｓ １ ３ ， 図 ３ （ ｆ ’ ） ） 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
一 方 、 光 学 フ ァ イ ン ダ ２ ０ が 非 使 用 中 で あ る と き （ 図 ４ ス テ ッ プ Ｓ １ １ Ｎ Ｏ ） の 制 御 回 路
１ ０ の 動 作 は 次 の と お り で あ る 。
レ リ ー ズ 釦 １ ａ が 全 押 し さ れ る と （ 図 ４ ス テ ッ プ Ｓ １ ４ Ｙ Ｅ Ｓ ， 図 ３ （ ｅ ） ） 、 そ の タ イ
ミ ン グ で モ ニ タ １ ８ に 表 示 さ れ て い た の と 同 じ 画 像 （ 図 ３ で は 画 像 ２ ） を バ ッ フ ァ メ モ リ
１ ０ Ａ （ 図 ３ で は 画 像 記 憶 領 域 Ｍ ｂ ） か ら 読 み 出 し 、 そ の 画 像 を 圧 縮 回 路 １ ９ Ａ を 介 し て
記 憶 媒 体 １ ９ に 記 録 す る （ 図 ４ ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ， 図 ３ （ ｆ ） ） 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
な お 、 バ ッ フ ァ メ モ リ １ ０ Ａ の 領 域 管 理 は 、 制 御 回 路 １ ０ に よ り 行 わ れ る 。 ま た 、 モ ニ タ
１ ８ に 画 像 Ａ が 表 示 さ れ る タ イ ミ ン グ と そ れ と 同 じ 画 像 Ａ が バ ッ フ ァ メ モ リ １ ０ Ａ に 格 納
さ れ る タ イ ミ ン グ と の 差 に つ い て は 、 制 御 回 路 １ ０ が 予 め 認 識 し て い る 。 こ の た め 、 制 御
回 路 １ ０ は 、 上 述 し た よ う に ス テ ッ プ Ｓ １ ５ に お い て 読 み 出 す べ き 画 像 の 格 納 先 （ 画 像 記
憶 領 域 Ｍ ａ ， Ｍ ｂ ， Ｍ ｃ ， Ｍ ｄ の 何 れ か ） を 認 識 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
次 に 、 本 実 施 形 態 の 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
図 ５ は 、 本 実 施 形 態 の 効 果 を 説 明 す る 図 で あ る 。
一 般 に 、 撮 影 者 に よ る 撮 影 方 法 に は 、 図 ５ （ ａ ） の よ う な 「 モ ニ タ 撮 影 」 （ モ ニ タ １ ８ を
眺 め な が ら 行 う 撮 影 ） 、 図 ５ （ ｂ ） の よ う な 「 光 学 フ ァ イ ン ダ 撮 影 」 （ 光 学 フ ァ イ ン ダ ２
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０ を 覗 き な が ら 行 う 撮 影 ） が あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の う ち 、 撮 影 者 が 光 学 フ ァ イ ン ダ ２ ０ を 覗 く こ と の な い 「 モ ニ タ 撮 影 」 （ 図 ５ （ ａ ） ）
中 は 、 電 子 カ メ ラ １ が 光 学 フ ァ イ ン ダ ２ ０ の 非 使 用 を 検 出 す る の で 、 レ リ ー ズ 釦 １ ａ が 全
押 し さ れ た タ イ ミ ン グ で モ ニ タ １ ８ に 表 示 さ れ て い た の と 同 じ 古 い 画 像 が 記 録 さ れ る （ 図
４ Ｓ １ １ Ｎ Ｏ → Ｓ １ ４ Ｙ Ｅ Ｓ → Ｓ １ ５ ） 。
よ っ て 、 「 モ ニ タ 撮 影 」 （ 図 ５ （ ａ ） ） を し て い る 撮 影 者 は 、 レ リ ー ズ 釦 １ ａ を 全 押 し す
れ ば 、 そ の タ イ ミ ン グ で モ ニ タ １ ８ 上 で 観 察 し て い た 被 写 体 を 撮 影 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 撮 影 者 が 光 学 フ ァ イ ン ダ ２ ０ を 覗 く 「 光 学 フ ァ イ ン ダ 撮 影 」 （ 図 ５ （ ｂ ） ） 中 は 、
電 子 カ メ ラ １ が 光 学 フ ァ イ ン ダ ２ ０ の 使 用 を 検 出 す る の で 、 レ リ ー ズ 釦 １ ａ が 全 押 し さ れ
た タ イ ミ ン グ （ 図 ３ で は 全 押 し 直 前 の タ イ ミ ン グ ） で 取 り 込 ま れ た 新 し い 画 像 が 記 録 さ れ
る （ 図 ４ Ｓ １ １ Ｙ Ｅ Ｓ → Ｓ １ ２ Ｙ Ｅ Ｓ → Ｓ １ ３ ） 。
よ っ て 、 「 光 学 フ ァ イ ン ダ 撮 影 」 （ 図 ５ （ ｂ ） ） を し て い る 撮 影 者 は 、 レ リ ー ズ 釦 １ ａ を
全 押 し す れ ば 、 そ の タ イ ミ ン グ で 光 学 フ ァ イ ン ダ ２ ０ で 観 察 し て い た 被 写 体 を 撮 影 で き る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
し た が っ て 、 電 子 カ メ ラ １ に よ れ ば 、 「 モ ニ タ 撮 影 」 （ 図 ５ （ ａ ） ） 、 「 光 学 フ ァ イ ン ダ
撮 影 」 （ 図 ５ （ ｂ ） ） の 何 れ に お い て も 撮 影 者 の 意 図 し た タ イ ミ ン グ の 画 像 が 記 録 さ れ る
。
［ 第 ２ 実 施 形 態 ］
図 ６ 、 図 ７ 、 図 ８ 、 図 ９ を 参 照 し て 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
本 実 施 形 態 は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 、 電 子 カ メ ラ の 実 施 形 態 で あ る 。
こ こ で は 、 第 １ 実 施 形 態 と の 相 違 点 に つ い て の み 説 明 す る 。
図 ６ は 、 本 実 施 形 態 の 電 子 カ メ ラ ２ の 外 観 図 で あ る 。
図 ７ は 、 電 子 カ メ ラ ２ の 構 成 図 で あ る 。
図 ６ 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 電 子 カ メ ラ ２ は 、 第 １ 実 施 形 態 の 電 子 カ メ ラ １ と は 異 な り 、 赤
外 線 近 接 セ ン サ ２ ０ Ａ を 有 し な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 電 子 カ メ ラ ２ の モ ニ タ １ ８ は 、 メ ニ ュ ー 釦 １ ｄ の 操 作 に よ っ て オ ン ／ オ フ 可 能 で あ
る 。
モ ニ タ １ ８ が オ ン さ れ て い る か オ フ さ れ て い る か に つ い て は 、 電 子 カ メ ラ ２ 内 の 制 御 回 路
１ ０ ’ に よ っ て 認 識 さ れ る 。
図 ８ は 、 電 子 カ メ ラ ２ の 動 作 フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
電 子 カ メ ラ ２ の 制 御 回 路 １ ０ ’ は 、 モ ニ タ １ ８ が オ ン さ れ て い る か オ フ さ れ て い る か を 判
断 す る （ 図 ８ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ） 。
モ ニ タ １ ８ が オ フ さ れ て い る と き （ 図 ８ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ Ｏ Ｆ Ｆ ） の 制 御 回 路 １ ０ ’ の 動 作
は 次 の と お り で あ る 。
レ リ ー ズ 釦 １ ａ が 全 押 し さ れ る と （ 図 ８ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 そ の タ イ ミ ン グ で Ｃ Ｃ
Ｄ 撮 像 素 子 １ ４ が 取 り 込 ん だ 画 像 を 、 画 像 処 理 回 路 １ ７ 及 び 圧 縮 回 路 １ ９ Ａ を 介 し て 記 憶
媒 体 １ ９ に 記 録 す る （ 図 ８ ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ） 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
一 方 、 モ ニ タ １ ８ が オ ン さ れ て い る と き （ 図 ８ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ Ｏ Ｎ ） の 制 御 回 路 １ ０ ’ の
動 作 は 次 の と お り で あ る 。
レ リ ー ズ 釦 １ ａ が 全 押 し さ れ る と （ 図 ８ ス テ ッ プ Ｓ １ ４ Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 そ の タ イ ミ ン グ で モ ニ
タ １ ８ に 表 示 さ れ て い た の と 同 じ 画 像 を バ ッ フ ァ メ モ リ １ ０ Ａ か ら 読 み 出 し 、 そ の 画 像 を
圧 縮 回 路 １ ９ Ａ を 介 し て 記 憶 媒 体 １ ９ に 記 録 す る （ 図 ８ ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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次 に 、 本 実 施 形 態 の 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
図 ９ は 、 本 実 施 形 態 の 効 果 を 説 明 す る 図 で あ る 。
一 般 に 、 撮 影 者 に よ る 撮 影 方 法 に は 、 図 ９ （ ａ ） の よ う な 「 モ ニ タ 撮 影 」 （ モ ニ タ １ ８ を
眺 め な が ら 行 う 撮 影 ） 、 図 ９ （ ｂ ） の よ う な 「 光 学 フ ァ イ ン ダ 撮 影 」 （ 光 学 フ ァ イ ン ダ ２
０ を 覗 き な が ら 行 う 撮 影 ） が あ る 。 一 般 に 、 「 モ ニ タ 撮 影 」 （ 図 ９ （ ａ ） ） で は モ ニ タ １
８ が オ ン さ れ る が 、 「 光 学 フ ァ イ ン ダ 撮 影 」 （ 図 ９ （ ｂ ） ） で は 消 費 電 力 節 減 の た め に モ
ニ タ １ ８ が オ フ さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ の う ち 、 モ ニ タ １ ８ が オ ン さ れ る 「 モ ニ タ 撮 影 」 （ 図 ９ （ ａ ） ） 中 は 、 電 子 カ メ ラ ２ は
、 レ リ ー ズ 釦 １ ａ が 全 押 し さ れ た タ イ ミ ン グ で モ ニ タ １ ８ に 表 示 さ れ て い た の と 同 じ 古 い
画 像 を 記 録 す る （ 図 ８ Ｓ ２ １ Ｏ Ｎ → Ｓ １ ４ Ｙ Ｅ Ｓ → Ｓ １ ５ ） 。
よ っ て 、 「 モ ニ タ 撮 影 」 （ 図 ９ （ ａ ） ） を し て い る 撮 影 者 は 、 レ リ ー ズ 釦 １ ａ を 全 押 し す
れ ば 、 そ の タ イ ミ ン グ で モ ニ タ １ ８ 上 で 観 察 し て い た 被 写 体 を 撮 影 で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 モ ニ タ １ ８ が オ フ さ れ る 「 光 学 フ ァ イ ン ダ 撮 影 」 （ 図 ９ （ ｂ ） ） 中 は 、 電 子 カ メ ラ
２ は 、 レ リ ー ズ 釦 １ ａ が 全 押 し さ れ た タ イ ミ ン グ で 取 り 込 ま れ た 新 し い 画 像 を 記 録 す る （
図 ８ Ｓ ２ １ Ｏ Ｆ Ｆ → Ｓ １ ２ Ｙ Ｅ Ｓ → Ｓ １ ３ ） 。
よ っ て 、 「 光 学 フ ァ イ ン ダ 撮 影 」 （ 図 ９ （ ｂ ） ） を し て い る 撮 影 者 は 、 モ ニ タ １ ８ を 予 め
オ フ し て お き さ え す れ ば 、 レ リ ー ズ 釦 １ ａ を 全 押 し し 、 そ の タ イ ミ ン グ で 光 学 フ ァ イ ン ダ
２ ０ で 観 察 し て い た 被 写 体 を 撮 影 で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
し た が っ て 、 電 子 カ メ ラ ２ に よ れ ば 、 「 モ ニ タ 撮 影 」 （ 図 ９ （ ａ ） ） 、 「 光 学 フ ァ イ ン ダ
撮 影 」 （ 図 ９ （ ｂ ） ） の 何 れ に お い て も 撮 影 者 の 意 図 し た タ イ ミ ン グ の 画 像 が 記 録 さ れ る
。
［ 第 ３ 実 施 形 態 ］
図 １ ０ 、 図 １ １ 、 図 １ ２ 、 図 １ ３ を 参 照 し て 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
本 実 施 形 態 は 、 第 １ 実 施 形 態 及 び 第 ２ 実 施 形 態 と 同 様 、 電 子 カ メ ラ の 実 施 形 態 で あ る 。
こ こ で は 、 第 １ 実 施 形 態 又 は 第 ２ 実 施 形 態 と の 相 違 点 に つ い て の み 説 明 す る 。
図 １ ０ は 、 本 実 施 形 態 の 電 子 カ メ ラ ３ の 外 観 図 で あ る 。
図 １ １ は 、 電 子 カ メ ラ ３ の 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
図 １ ０ 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 電 子 カ メ ラ ３ は 、 第 １ 実 施 形 態 の 電 子 カ メ ラ １ と 同 様 、 赤
外 線 近 接 セ ン サ ２ ０ Ａ を 有 し て い る 。
ま た 、 電 子 カ メ ラ ３ の モ ニ タ １ ８ は 、 第 ２ 実 施 形 態 の 電 子 カ メ ラ ２ の モ ニ タ １ ８ と 同 様 、
メ ニ ュ ー 釦 １ ｄ の 操 作 に よ っ て オ ン ／ オ フ 可 能 で あ る 。
赤 外 線 近 接 セ ン サ ２ ０ Ａ に よ る 検 出 結 果 、 及 び モ ニ タ １ ８ が オ ン さ れ て い る か オ フ さ れ て
い る か に つ い て は 、 電 子 カ メ ラ ３ 内 の 制 御 回 路 １ ０ ” に よ っ て 認 識 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
図 １ ２ は 、 電 子 カ メ ラ ３ の 動 作 フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
電 子 カ メ ラ ３ の 制 御 回 路 １ ０ ” は 、 モ ニ タ １ ８ が オ ン さ れ て い る か オ フ さ れ て い る か を 判
断 す る （ 図 １ ２ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ） 。
モ ニ タ １ ８ が オ フ さ れ て い る と き （ 図 １ ２ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ Ｏ Ｆ Ｆ ） の 制 御 回 路 １ ０ ” の 動
作 は 次 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
レ リ ー ズ 釦 １ ａ が 全 押 し さ れ る と （ 図 １ ２ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 そ の タ イ ミ ン グ で Ｃ
Ｃ Ｄ 撮 像 素 子 １ ４ が 取 り 込 ん だ 画 像 を 画 像 処 理 回 路 １ ７ 及 び 圧 縮 回 路 １ ９ Ａ を 介 し て 記 憶
媒 体 １ ９ に 記 録 す る （ 図 １ ２ ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ） 。
一 方 、 モ ニ タ １ ８ が オ ン さ れ て い る と き （ 図 １ ２ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ Ｏ Ｎ ） の 制 御 回 路 １ ０ ”
の 動 作 は 次 の と お り で あ る 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】
先 ず 、 赤 外 線 近 接 セ ン サ ２ ０ Ａ の 出 力 を 参 照 し 、 光 学 フ ァ イ ン ダ ２ ０ が 使 用 中 で あ る か 否
か を 判 断 す る （ 図 １ ２ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ） 。
そ し て 、 モ ニ タ １ ８ が オ ン さ れ な が ら も （ 図 １ ２ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ Ｏ Ｎ ） 光 学 フ ァ イ ン ダ ２
０ が 使 用 中 で あ る と き （ 図 １ ２ ス テ ッ プ Ｓ １ １ Ｙ Ｅ Ｓ ） に は 、 モ ニ タ １ ８ が オ フ さ れ て い
た と き と 同 様 の ス テ ッ プ Ｓ １ ２ へ 進 む 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
モ ニ タ １ ８ が オ ン さ れ （ 図 １ ２ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ Ｏ Ｎ ） 、 か つ 光 学 フ ァ イ ン ダ ２ ０ が 非 使 用
中 で あ る と き （ 図 １ ２ ス テ ッ プ Ｓ １ １ Ｎ Ｏ ） に は 、 次 の と お り 動 作 す る 。
レ リ ー ズ 釦 １ ａ が 全 押 し さ れ る と （ 図 １ ２ ス テ ッ プ Ｓ １ ４ Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 そ の タ イ ミ ン グ で モ
ニ タ １ ８ に 表 示 さ れ て い た の と 同 じ 画 像 を バ ッ フ ァ メ モ リ １ ０ Ａ か ら 読 み 出 し 、 そ の 画 像
を 圧 縮 回 路 １ ９ Ａ を 介 し て 記 憶 媒 体 １ ９ に 記 録 す る （ 図 １ ２ ス テ ッ プ Ｓ １ ５ 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
次 に 、 本 実 施 形 態 の 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
図 １ ３ は 、 本 実 施 形 態 の 効 果 を 説 明 す る 図 で あ る 。
撮 影 者 に よ る 撮 影 方 法 に は 、 図 １ ３ （ ａ ） の よ う な 「 モ ニ タ 撮 影 」 （ モ ニ タ １ ８ を 眺 め な
が ら 行 う 撮 影 ） 、 図 １ ３ （ ｂ ） の よ う な 「 光 学 フ ァ イ ン ダ 撮 影 」 （ 光 学 フ ァ イ ン ダ ２ ０ を
覗 き な が ら 行 う 撮 影 ） の 他 に 、 図 １ ３ （ ｃ ） の よ う な 「 肉 眼 撮 影 」 （ モ ニ タ １ ８ と フ ァ イ
ン ダ ２ ０ と の 何 れ も 使 用 し な い 撮 影 ） が あ る 。 因 み に 、 遠 隔 操 作 に よ る 撮 影 な ど も こ の 肉
眼 撮 影 に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
こ の う ち 、 モ ニ タ １ ８ が オ ン さ れ 、 か つ 撮 影 者 が 光 学 フ ァ イ ン ダ ２ ０ を 覗 く こ と の な い 「
モ ニ タ 撮 影 」 （ 図 １ ３ （ ａ ） ） 中 は 、 レ リ ー ズ 釦 １ ａ が 全 押 し さ れ た タ イ ミ ン グ で モ ニ タ
１ ８ に 表 示 さ れ て い た の と 同 じ 古 い 画 像 が 記 録 さ れ る （ 図 １ ２ Ｓ ２ １ Ｏ Ｎ → Ｓ １ １ Ｎ Ｏ →
Ｓ １ ４ Ｙ Ｅ Ｓ → Ｓ １ ５ ） 。
よ っ て 、 「 モ ニ タ 撮 影 」 （ 図 １ ３ （ ａ ） ） を し て い る 撮 影 者 は 、 レ リ ー ズ 釦 １ ａ を 全 押 し
す れ ば 、 そ の タ イ ミ ン グ で モ ニ タ １ ８ 上 で 観 察 し て い た 被 写 体 を 撮 影 で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
ま た 、 モ ニ タ １ ８ が オ ン 又 は オ フ さ れ 、 か つ 撮 影 者 が 光 学 フ ァ イ ン ダ ２ ０ を 覗 く 「 光 学 フ
ァ イ ン ダ 撮 影 」 （ 図 １ ３ （ ｂ ） ） 中 は 、 レ リ ー ズ 釦 １ ａ が 全 押 し さ れ た タ イ ミ ン グ で 取 り
込 ま れ た 新 し い 画 像 が 記 録 さ れ る （ 図 １ ２ Ｓ ２ １ Ｏ Ｆ Ｆ → Ｓ １ ２ Ｙ Ｅ Ｓ → Ｓ １ ３ ， 又 は Ｓ
２ １ Ｏ Ｎ → Ｓ １ １ Ｙ Ｅ Ｓ → Ｓ １ ２ Ｙ Ｅ Ｓ → Ｓ １ ３ ） 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
よ っ て 、 「 光 学 フ ァ イ ン ダ 撮 影 」 （ 図 １ ３ （ ｂ ） ） を し て い る 撮 影 者 は 、 レ リ ー ズ 釦 １ ａ
を 全 押 し す れ ば 、 そ の タ イ ミ ン グ で 光 学 フ ァ イ ン ダ ２ ０ で 観 察 し て い た 被 写 体 を 撮 影 で き
る 。
ま た 、 モ ニ タ １ ８ が オ フ さ れ 、 か つ 撮 影 者 が 光 学 フ ァ イ ン ダ ２ ０ を 覗 く こ と の な い 「 肉 眼
撮 影 」 （ 図 １ ３ （ ｃ ） ） 中 は 、 レ リ ー ズ 釦 １ ａ が 全 押 し さ れ た タ イ ミ ン グ で 取 り 込 ま れ た
新 し い 画 像 が 記 録 さ れ る （ Ｓ ２ １ Ｏ Ｆ Ｆ → Ｓ １ ２ Ｙ Ｅ Ｓ → Ｓ １ ３ ） 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
よ っ て 、 「 肉 眼 撮 影 」 （ 図 １ ３ （ ｃ ） ） を し て い る 撮 影 者 は 、 レ リ ー ズ 釦 １ ａ を 全 押 し す
れ ば 、 そ の タ イ ミ ン グ で 光 学 フ ァ イ ン ダ ２ ０ で 観 察 し て い た 被 写 体 を 撮 影 で き る 。
し た が っ て 、 電 子 カ メ ラ ３ に よ れ ば 、 「 モ ニ タ 撮 影 」 （ 図 １ ３ （ ａ ） ） 、 「 光 学 フ ァ イ ン
ダ 撮 影 」 （ 図 １ ３ （ ｂ ） ） 、 「 肉 眼 撮 影 」 （ 図 １ ３ （ ｃ ） ） の 何 れ に お い て も 撮 影 者 の 意
図 し た タ イ ミ ン グ の 画 像 が 記 録 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
［ そ の 他 ］
な お 、 第 １ 実 施 形 態 の 電 子 カ メ ラ １ 、 又 は 第 ３ 実 施 形 態 の 電 子 カ メ ラ ３ に は 、 赤 外 線 近 接
セ ン サ ２ ０ Ａ が 用 い ら れ て い る が 、 赤 外 線 近 接 セ ン サ 以 外 に 、 静 電 気 に よ る 近 接 セ ン サ 、
磁 界 に よ る 近 接 セ ン サ な ど 、 他 の 種 類 の 近 接 セ ン サ を 利 用 し て も よ い 。 但 し 、 こ れ ら 実 施
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形 態 の 近 接 セ ン サ に は 撮 影 者 の 顔 が 近 づ く の で 、 赤 外 線 式 な ど 人 体 へ の 影 響 が 少 な い 原 理
の 近 接 セ ン サ が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
ま た 、 第 １ 実 施 形 態 で は 、 バ ッ フ ァ メ モ リ １ ０ Ａ が 制 御 回 路 １ ０ の 各 処 理 用 の メ モ リ （ Ｒ
Ａ Ｍ ） と は 別 に 用 意 さ れ る か の ご と く 説 明 し た が 、 第 １ 実 施 形 態 （ 又 は 第 ２ 実 施 形 態 又 は
第 ３ 実 施 形 態 ） で は 、 Ｒ Ａ Ｍ の 一 部 の 領 域 を バ ッ フ ァ メ モ リ １ ０ Ａ と し て 用 い て も よ い こ
と は 言 う ま で も な い 。
ま た 、 第 １ 実 施 形 態 の 電 子 カ メ ラ １ は 、 光 学 フ ァ イ ン ダ ２ ０ の 使 用 時 、 レ リ ー ズ 釦 １ ａ の
全 押 し の タ イ ミ ン グ で 取 り 込 ま れ た 画 像 を 記 録 す る と し た が 、 図 ３ の よ う に 全 押 し の タ イ
ミ ン グ （ ｅ ） が 二 つ の 画 像 （ 図 ３ で は 画 像 ５ と 画 像 ６ ） の 取 り 込 み 時 期 の 中 間 時 期 で あ っ
た 場 合 、 全 押 し 直 前 の タ イ ミ ン グ で 取 り 込 ま れ た 画 像 （ 図 ３ で は 画 像 ５ ） を 記 録 、 或 い は
、 全 押 し 直 後 の タ イ ミ ン グ で 取 り 込 ま れ た 画 像 （ 図 ３ で は 画 像 ６ ） を 記 録 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の 電 子 カ メ ラ １ で は 、 光 学 フ ァ イ ン ダ ２ ０ の 使 用 時 、 レ リ ー ズ 釦 １ ａ が
全 押 し さ れ た と き に 記 録 す べ き 画 像 を 、 画 像 処 理 回 路 １ ７ か ら 取 り 込 ん だ が 、 バ ッ フ ァ メ
モ リ １ ０ Ａ に も そ れ と 同 じ 画 像 が 一 時 的 に 格 納 さ れ る の で 、 そ の バ ッ フ ァ メ モ リ １ ０ Ａ か
ら 取 り 込 ん で も よ い （ 電 子 カ メ ラ ２ ， 電 子 カ メ ラ ３ も 同 様 。 ） 。 但 し 、 前 者 の 方 が 、 レ リ
ー ズ 釦 １ ａ が 全 押 し さ れ て か ら 記 録 が 開 始 さ れ る ま で の 時 間 を 短 縮 で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た と お り 、 本 発 明 に よ れ ば 、 光 学 フ ァ イ ン ダ と モ ニ タ と の 何 れ の 使 用 時 に も 撮
影 者 の 意 図 す る タ イ ミ ン グ の 画 像 を 記 録 す る こ と の で き る 電 子 カ メ ラ が 実 現 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 の 電 子 カ メ ラ １ の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 電 子 カ メ ラ １ の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 電 子 カ メ ラ １ の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 電 子 カ メ ラ １ の 動 作 フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 第 １ 実 施 形 態 の 効 果 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ２ 実 施 形 態 の 電 子 カ メ ラ ２ の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 電 子 カ メ ラ ２ の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 電 子 カ メ ラ ２ の 動 作 フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ９ 】 第 ２ 実 施 形 態 の 効 果 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 第 ３ 実 施 形 態 の 電 子 カ メ ラ ３ の 外 観 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 電 子 カ メ ラ ３ の 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 電 子 カ メ ラ ３ の 動 作 フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ３ 】 第 ３ 実 施 形 態 の 効 果 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ， ２ ， ３ 　 電 子 カ メ ラ
１ ａ 　 レ リ ー ズ 釦
１ ｂ 　 モ ー ド ダ イ ヤ ル
１ ｃ 　 マ ル チ セ レ ク タ
１ ｄ 　 メ ニ ュ ー 釦
２ ０ 　 光 学 フ ァ イ ン ダ
２ ０ Ａ 　 赤 外 線 近 接 セ ン サ
１ ８ 　 モ ニ タ
１ ０ ， １ ０ ’ ， １ ０ ” 　 制 御 回 路
１ １ 　 撮 影 レ ン ズ
１ ２ 　 絞 り 機 構
１ ３ 　 シ ャ ッ タ ー 機 構
１ ４ 　 Ｃ Ｃ Ｄ 撮 像 素 子
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１ ５ 　 ゲ イ ン 調 整 回 路
１ ６ 　 Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路
１ ７ 　 画 像 処 理 回 路
１ ８ Ａ 　 表 示 制 御 回 路
１ ９ Ａ 　 圧 縮 回 路
１ ９ 　 メ モ リ カ ー ド
１ ０ Ａ 　 バ ッ フ ァ メ モ リ
Ｍ ａ ， Ｍ ｂ ， Ｍ ｃ ， Ｍ ｄ 　 画 像 記 憶 領 域

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

(14) JP 2004-363810 A 2004.12.24



フロントページの続き

(51)Int.Cl.7                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｈ０４Ｎ 101:00    　　　　          　　　　　

(15) JP 2004-363810 A 2004.12.24


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

